
ひらき・つなぎ・つむぐ



交流と上級生の心の成長
義務教育学校のよさは、交流にあり。

→ 年上の生徒が、年下の児童を見守り、ひっぱり、応援する。

年上の優しい心が芽生え、自己肯定感が高まる。

義務教育学校のよさは、９年生の成長にあり。

→ ９学年（最上級生）に「塩浜学園プライド」の自覚が生まれる。

１年～９年のつながりで見る。この感覚でつむいでいく。

今日は、お越しいただき有難うございました！子ども達も喜んでいました！
今回、「がむしゃら行進曲」を踊っていた子達が8,9年生になり、同じように1,2年生
と3,4年生の表現を一緒に踊ってくれていて、学園が一つになっていました
塩浜学園の素敵なところを受け継いでくれていて、その光景に感動しちゃいました
またいつでもいらしてください！ （６月１１日 嵐潮祭 職員からのメール）
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